
開
拓
の
苦
難
を
今
に
伝
え
る

　
未
開
の
地
で
の
大
開
拓
。
当
然
、
労
働

力
の
確
保
は
課
題
で
あ
っ
た
。
大
農
場
の

多
く
が
、
原
野
を
開
き
、
農
地
を
耕
す
移

住
者
を
募
集
し
た
。
明
治
10
年
代
は
増
税

と
不
況
が
重
な
り
、
人
々
の
暮
ら
し
は
非

常
に
苦
し
く
、
特
に
農
民
の
困
窮
が
深
刻

だ
っ
た
時
代
。「
貧
し
さ
か
ら
抜
け
出
し
、

豊
か
な
生
活
を
手
に
入
れ
た
い
」。
そ
ん

な
折
、
開
拓
地
・
那
須
野
が
原
で
の
移
住

者
募
集
の
噂う

わ
さが
広
ま
り
、
人
々
は
希
望
を

胸
に
こ
の
地
を
目
指
し
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
開
拓
者
た
ち
を
待
ち
受
け
て

い
た
の
は
つ
ら
い
現
実
。
肥
料
な
し
で
は

作
物
が
収
穫
で
き
な
い
痩
せ
た
土
地
。
ま

い
た
種
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
冬
の
北

風
。
そ
し
て
、
地
面
の
下
の
石
が
振
り
下

ろ
す
鍬く

わ
を
拒
み
、開
拓
は
困
難
を
極
め
た
。

　
そ
ん
な
苦
難
を
乗
り
越
え
た
先
人
の
意

志
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
毎
年
９
月
に

市
民
劇
団「
な
す
の
」に
よ
る
創
作
劇「
那

須
野
の
大
地
」が
催
さ
れ
る
。
劇
団
員
は

総
勢
50
名
。
下
は
３
歳
、
上
は
71
歳
ま
で

と
幅
広
く
、
毎
年
メ
ン
バ
ー
を
変
え
な
が

ら
、
本
番
に
向
け
て
日
々
練
習
を
重
ね
て

い
る
。
公
演
は
昼
・
夜
の
２
回
で
、
出
演

者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
今
年
は
市
内
の

学
校
に
通
う
二
人
が
主
役
の
鶴
見
り
ん
役

を
演
じ
る
。
地
域
の
歴
史
を
引
き
継
ご
う

と
す
る
二
人
の
熱
演
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

歴史を次の世代へ
明治150年となる今年。多くの人がこの地で暮らし、命の襷

たすき

を繋いできた。
むかし話を子に語るように、人から人へ語り継がれる物語。一度途絶え
てしまうと、歴史の深い闇に消えてしまうその物語を、何とか次の世代
に繋ごうとする人々がいる。

主役は2人とも初めてなので、プレッシャーに感
じています。鶴見りんはとても前向きで、力強く、
誰からも愛されるキャラクター。セリフも多く、
全体の出来を左右する重要な役なので、不安なこ
とばかりです。お客様をがっかりさせないよう、
前向きに全力で練習を重ね、開拓の苦労を少しで
も感じて頂けたら最高です。

9月16日の三島ホールでの２回公演

ご来場お待ちしています

山口 鈴
す ず か

華 さん
黒磯南高等学校 1 年生

桜井 那
な つ の

月乃 さん
塩原義務教育学校 8 年生

観覧には「入場整理券」が
必要です。8月2日㈭から
西生涯学習課、黒磯文化
会館、西那須野地区の各
公民館などで配布予定で
す。詳しくは、問い合わ
せてください。
▶申し込み・問い合わせ
　西生涯学習課
　☎0287（37）5419

体
験
を
通
じ
て
学
ん
で
も
ら
う

　
那
須
野
が
原
の
自
然
や
歴
史
な
ど
幅
広

く
紹
介
し
て
い
る
那
須
野
が
原
博
物
館
の

常
設
展
。
中
で
も
、
明
治
期
以
降
の
開
拓

の
展
示
に
は
力
が
注
が
れ
、
細
部
ま
で
こ

だ
わ
っ
た
ジ
オ
ラ
マ
や
巨
大
な
模
型
を
観

な
が
ら
、
当
時
の
様
子
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
学
校
の
授
業
で
年
間
90
校
ほ
ど
の

子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
る
博
物
館
。
そ
の
案

内
を
し
て
い
る
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体「
石
ぐ
ら
会
」だ
。
昭
和
57
年
に
発
足
し

て
以
来
、
35
年
の
歴
史
が
あ
り
、
現
在
22

名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
る
。、
展
示
解

説
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
開
拓
の
苦
労

を
実
際
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
当
時
の

生
活
を
体
験
す
る
水
運
び
や
、
石
を
運
ぶ

モ
ッ
コ
担
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
月

に
2
回
博
物
館
で
催
さ
れ
る
親
子
チ
ャ
レ

　蛇口をひねれば水が出て、電気でご飯が
炊ける便利な世の中。しかし、昔の人は重
い水桶

おけ

を担ぎ、はるばる運んでいました。
今の子どもたちが水桶を担ぐ体験をする
と、あまりの重さに驚き、中には上手く歩
けない子もいるほどです。当時の苦労を子
どもたちが実感してくれたら良いですね。
　私自身、石ぐら会の活動を通じて、それ
まで知らなかった地域の歴史や自然などを
学べました。子どもたちに教えるのも楽し
く、充実した�毎日です。会員を募集してい

ますので、興味のある人はぜ
ひ一緒に活動しましょう。

明治貴族の開拓物語
出前講座で学べます

日本遺産に登録されたストー
リーや関連文化財などを、私た
ちが出向いて解説する出前講座
を開始します。この機会に、こ
の地が誇る歴史を学んでみては
いかがでしょうか。地域の見方
がきっと変わるはず。申し込み
をお待ちしています。

眠っている歴史的資料の
情報を集めています

この地域にはまだ明らかでない
歴史が眠っているかもしれませ
ん。古くから伝わり、地域の歴
史がわかる文書や資料をお持ち
の人は、情報を寄せてください。

▶申し込み・問い合わせ
　西生涯学習課　☎0287（37）5419

菱沼 得
と く こ

子 氏
石ぐら会

ン
ジ
に
も
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
に
自
ら

の
手
で
作
る
楽
し
さ
や
達
成
感
を
伝
え
て

い
る
。

歴
史
を
引
き
継
ぐ
た
め
に

　
何
も
し
な
け
れ
ば
、
時
代
の
波
に
の
ま

れ
、
失
わ
れ
て
し
ま
う
地
域
の
歴
史
。
点

在
す
る
遺
産
は
、
断
片
的
に
当
時
を
伝
え

て
く
れ
る
。
そ
の
遺
産
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る

と
、
新
た
に
見
え
て
く
る
物
語
。
貴
族
た

ち
が
夢
を
見
た
未
来
に
い
る
私
た
ち
。
日

本
遺
産
の
認
定
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の

遺
産
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ

の
物
語
の
バ
ト
ン
は
今
私
た
ち
に
渡
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
新
し
い

物
語
を
作
り
、
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
く

の
は
、
私
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
の
だ
。

生活が便利になった今
当時の苦労を伝えていきたい

私たちと一緒に
日本遺産を楽しみましょう！！

《会員の申込先》
石ぐら会（若月）
☎090-4029-1441

今年主役の鶴見りん役を務める2人
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